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提出日：2004年 6月 3日

１．氏名・グループ名及び研究テーマ

２．調査研究・研修の経過

2003 年

5月中： 受け入れ機関（NOR等）と日程調整．

国際北極圏有蹄類会議最終エントリー．

8月21日： 日本出国

8月23-28日：国際北極圏有蹄類会議参加（フィンランド国サーリセルカ市）

8月26日： 「個体数変動と管理」セクションにて研究発表

タ イ ト ル 「 Habitat segregation prompts population regulation 

in islander sika deer」

8月27日： フィンランド魚類野生生物研究所・サーミ博物館訪問．

8月28-29日：Circumpolar Arctic Environmental Study Programme (CAES)参加（同市）

8月29-9月3日：北欧トナカイ研究機構（NOR）・トロムソ大学（ノルウェー国トロムソ

市）訪問．

9月4-5日： オスロ大学（ノルウェー国オスロ市）訪問．

9月6-7日： ヘルシンキ大学各博物館（フィンランド国ヘルシンキ市）訪問．

9月8日： 帰国．

氏 名（グループ名） 立澤 史郎

連絡先・所属など

060-0810 札幌市北区北10条西7丁目 北海道大学大学院

文学研究科地域システム科学講座（電話&fax: 011-706-3053）

e-mail serow@reg.let.hokudai.ac.jp

調査研究・研修のテーマ
市民の手による生態系保全のための科学的アドバイザリーの

手法と体制を実現するための実践的研修

研修先の機関・名称など Nordic Council for Reindeer Researches（NOR）
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３．調査研究・研修の成果

市民やNGO，行政，研究者の３者が，独立した存在でありつつ相互に協力し連携しあう，

そういう歴史と風土が北欧にはあります．本研修では，生態系保全に関わりの深いシカ類と

その生息地の保護と管理にテーマを絞り，特に研究者組織がどのような問題認識をし，どの

ように解決しようとしているかという点について，現状や歴史を学ぶ機会を得ました．

研修・訪問先は，主要受け入れ先である北欧トナカイ研究機構（NOR）のほか，国際北極圏

有蹄類会議，フィンランド魚類野生生物研究所，SIIDAサーメ博物館，トロムソ大学，オスロ

大学自然史博物館，ヘルシンキ大学自然史博物館などで，各所において，ゼミやミーティン

グへの参加，研究員や事務局員へのインタビュー，資料や情報の収集などを行いました．

なかでも感銘を受けたものに，北欧トナカイ研究機構（Nordic Organization of Reindeer 

and reindeer husbandry）やAUS (Arctic Ungulate Society) によって培われてきた，国境

を越えた合同研究体制と，それをベースとしたCAES (Circumpolar PhD network in Arctic 

environmental studies )に代表される合同教育体制や大学院生の民間インターンシッププロ

グラムがあります．これらの機関やプログラムの職員や参加者に対しては，できる限りの聞

き取りや帰国後の追加インタビューなどを行い，現在もメーリングリストなどを通じて議論

や活動をフォローしています．

同機構は，成り立ちそのものが，人とトナカイと北欧の自然との関わりを国境を越え，ま

た自然科学と人文社会科学の垣根を超えて研究し，その成果を社会へ還元することにありま

す．そしてその象徴的といえる活動が，チェルノブイリ原発事故後のトナカイやその生息地

の放射能汚染に関する長期にわたる研究活動で，これは野生トナカイ集団の消滅など自然科

学的研究から，トナカイ遊牧の衰退によるサーミ社会の急速な変容まで，幅広く，しかも社

会に対してインパクトの大きい多くの研究を生み出しています．

特にここ数年は，定住的になり近代化と伝統保全との狭間で揺れているサーメ社会との連

繋を強め，国境を越えて活動するサーメ議会にも対応したCAESの拡充，サーメ人学生や社会

科学者の積極的受け入れなど，先住民族による環境ガバナンスを重視・支援する方向へ活動

目的をシフトさせつつあります．

ほかにも，風力発電推進と野生動物保護のジレンマ，トナカイ牧畜権の擁護・資源開発・

生態系保全のトリレンマ，など，象牙の塔にこもったり研究分野の枠にとらわれていては扱

えない課題への取り組みが，このようないくつもの壁を超えた体制によって可能になってい

る現実を知りました．

その他，トロムソ大学を中心とする民学連繋の研究機構における科学水族館の運営システ

ムやそこでの環境学習プログラムの展開（特に，捕鯨産業と独立した形での研究・教育シス

テムのあり方），オスロ大学自然史博物館やヘルシンキ大学自然史博物館における市民に解

放された博物管理運営や大学およびNGOとの連繋など，市民と研究者が問題意識と研究成果を

共有するための長期間にわたる努力がまちづくりや生態系保全に成果となって現れている事

例を体験することができました．

今後はこれらの資料や記録をさらに整理し，参考となる仕組みや発想を雑誌等で紹介する

と共に，大学などの教育研究機関や研究者コミュニティが市民との関係を変えてゆくための

具体的な提言・活動を行ってゆきたいと考えています．
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４．対外的な発表実績

1）国際北極圏有蹄類会議にて研究発表（2003年8月26日サーリセルカ市）

タイトル「Habitat segregation prompts population regulation in islander sika 

deer」

2）日本哺乳類学会保護管理委員会にて事例報告（2003年10月7日岩手大学農学部）

3）「熊毛の自然と文化を守るシンポジウム」にて事例発表および提言（2003年11月 地

球環境基金・ヤクタネゴヨウ調査隊主催，屋久島）

4）第3回国際野生生物管理学会議にて事例発表および分科会参加（2003年12月3日ニュー

ジーランド国クライストチャーチ市）

テーマ「地域社会が主体となった野生動物の保全管理のあり方」

5）日本生態学会和文誌に事例報告を掲載予定（2004年12月見込み）

５．今後の展望

現在，北欧トナカイ研究機構およびAUSの課題として，旧ソビエト連邦地域および極東地域

における野生トナカイとトナカイ牧畜の実態調査の実施と，それを元にした生態系および伝

統的社会保全の提言があり，その活動の一部としての，ロシア・サハ州での北欧以外で初の

AUS会議の開催，および極東地域でのトナカイ実態調査体制実現のための現地予備調査の実現

にむけて，情報交換を行っている．

また，北方四島におけるトナカイ実態調査についても，別途北方四島の環境保全調査を進

めているNGO他と，NORおよびAUSとの仲介をすべく，ミーティング・シンポジウムを企画して

いる．

さらに，CAESへの極東地域からの参加を進めるべく，その前提である研究機関の参加登録

を効果的に進めるための諸学会呼びかけ準備を行っている．

高木基金へのご意見

これまでもいくつかのファンドにお世話になってきましたが，貴基金のように，研究者に

対して市民研究であることを実直に問う機関ははじめてで，大変よい緊張関係を持つことが

できていると感謝しています．

気になることとしては，私自身も含めて，高木さんのお人柄や業績を間接的にしか知らな

い人がこれからどんどん増えてゆくことです（いつもニアミスばかりでした）．ご著書の輪

読会や関連のシンポジウムなどを，特に助成を受ける人たちの参加を強く推奨して行っては

どうかと思います．

今後ともよろしくお願いいたします．


